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教育における｢末人｣































な ｢個人｣,新たな ｢集団｣をつくりだそうとする｡ 時代に適合する ｢国家理性｣の似姿 と
しての個人 と集団の再定義である｡ それは ｢国家理性｣の中に幽閉ということにおいては,








我々は ｢なまの｣子供の考えや感情を知 りたいという欲望を持つ｡わが, この欲望は,




一人間 (国家理性へ と向う発達途上にある指導さるべき人間)〉として扱 うという文脈であ









杖のもとにコントロールされ,既存の ｢自己｣の ｢否定｣による学習 と成長,｢生きる力｣
を目指す問題追求の文脈に絡めとられる｡
【6】自我の構成
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いる｡ たとえば弁証法的 ｢否定｣の論理では,極めて外在的な分割 と総合が行われるに過
ぎず,生きた生命が把握できないというように｡だがこれも市場原理で垣間見 られる差異
に回収され,平均化されてしまう｡ しかもこれが幽閉された生き方から脱出できる象徴化







則ち,肝心の我々の身体感覚 も情報社会的 ｢有用性｣の世界内に幽閉され制度化 ･慣習
化されている｡ それは ｢情報技術的体験｣の重視である｡ それは自立 した技術体系による
能率的 ･効率的身体の動きを重視する ｢体験｣観であり,最長,最適の ｢体験｣を求める
という最低の ｢体験｣である｡ それは別の道を取る者が愚者に見えるほど頻繁に得をする
体験の仕方である｡ それは正確な輪郭であり,定義の行動にためらいがない｡余計なもの






















定はできず,煮え切 らず,揺 らいでばか りいるようになり,容易に支配に屈伏する｡
成人 といえども,自分自身の生涯の時間を情報化に翻訳できずズタズタになり,次々と
起きる新事態に怖 じ気づいている｡ 教育するどころではないのだ｡老人の途切れた人生を



























































的なてんやわんやであろう｡ だが,これらも積 もり積 もって愚昧な日常の厚み (愚昧なコ
ミュニケーション･ルール)を形成する｡ それは苦心して生み出された子供たちの抵抗 と
逃亡の言葉を泡のごとく消し去 り,痕跡を消そうとする｡
コミュニケーションとは模倣をも意味する｡ 模倣にはズレ ･剰余が必ず伴 う｡このズレ
が蓄積され摩擦,暴力の動因を動かし,民族などの く象徴界〉が暴力の欲望を刺激し,熱










がある｡ ずれを隠蔽し平坦化する伝達 (状況抜きの送受信者間のコー ドなど)概念が情報
理論を支配 しているからだ｡ずれを直視するとき,暴力,〈現実界〉が噴出する｡
